
ごみ処理対策委員・議員らで
リサイクル広場（長野市）などを視察

介
護
職
員
は
常
時
募
集
し
て
い
る
が
、

応
募
が
な
い
。

意
見

▽ 委
員
多
数
の
賛
成
に
よ
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
。

▽ 委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
採
択
す

べ
き
も
の
と
決
定
。

▽ 委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
。

▽ 委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
。

▽ 委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
採
択
す

べ
き
も
の
と
決
定
。

●
年
金
積
立
金
の
専
ら
被
保
険
者
の

利
益
の
た
め
の
安
全
か
つ
確
実
な
運

用
に
関
す
る
意
見
書
の
採
択
を
求
め

る
陳
情
書

●
村
道
路
線
の
認
定

●
白
馬
村
病
害
虫
防
除
基
金
の
管

●
平
成
27
年
度
白
馬
村
一
般
会
計
補

正
予
算
（
６
号
）

●
介
護
労
働
者
の
処
遇
改
善
及
び
人

員
配
置
基
準
の
改
善
を
求
め
る
陳
情

申
請
漏
れ
の
非
を
認
め
る
こ
と
と

し
て
、
賛
成
。

賛
成
討
論

◎
住
民
課
関
係

◎
健
康
福
祉
課
関
係

＊
広
域
ご
み
処
理
場
建
設
費
に
対
す

る
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
へ
の
負
担

金
に
１
７
３
２
万
５
千
円
の
増
額
。

＊
国
の
地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整
備

推
進
交
付
金
が
２
カ
所
の
予
算
計
上

で
あ
っ
た
が
、
１
カ
所
に
な
っ
た
た

め
３
３
４
６
万
４
千
円
の
減
額
。

＊
第
３
子
通
園
の
幼
稚
園
へ
の
補
助

金
と
児
童
手
当
に
２
７
３
万
円
の
増

額
。

＊
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
外
壁
工
事
に

１
６
２
万
円
の
増
額
。

現
在
、
多
く
の
施
設
で
法
定
の
人
員

配
置
基
準
以
上
の
配
置
を
し
て
い
る

が
、
経
営
維
持
の
た
め
に
人
員
配
置

の
引
き
下
げ
に
向
か
え
ば
、
利
用
者

の
安
全
や
介
護
の
質
に
も
影
響
を
及

ぼ
し
か
ね
な
い
。
国
の
責
任
に
お
い

て
、
介
護
現
場
で
働
く
す
べ
て
の
労

働
者
の
処
遇
改
善
、
人
員
配
置
基
準

の
改
善
を
図
る
た
め
に
、
関
係
大
臣

に
意
見
書
を
提
出
す
る
よ
う
陳
情
す

る
。

み
そ
ら
野　
ト
ー
カ
ン
に
あ
る
道

路
67
ｍ　
　

落
倉
に
あ
る
道
路

１
２
５・９
ｍ

基
金
残
高
が
39
万
円
余
り
と
少
額

で
、
廃
止
す
る
も
の
。

◎
一
般
管
理
事
業

＊
確
定
申
告
に
よ
る
消
費
税
不
足
分

４
７
２
万
４
０
０
０
円
。

＊
過
年
発
生
公
共
下
水
道
施
設
災
害

復
旧
事
業
（
単
独
）。

＊
災
害
復
旧
の
追
加
分
を
１
７
２
万

８
０
０
０
円
。

◎
観
光
課
関
係

＊
栂
池
と
五
竜
を
結
ぶ
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
を
運
行
す
る
経
費
の
一
部
負
担
金

50
万
円
。

年
金
積
立
金
は
、
被
保
険
者
の
利
益

の
た
め
に
、
長
期
的
な
観
点
か
ら
安

全
か
つ
確
実
な
運
用
を
行
う
べ
き
も

の
で
あ
る
。
年
金
積
立
金
管
理
運
用

独
立
行
政
法
人
（
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
）
に
は

被
保
険
者
の
意
思
を
反
映
で
き
る
体

制
が
な
く
、
政
府
が
一
方
的
に
方
向

性
を
示
し
、
見
直
し
が
進
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
問
題
で
あ
る
。
年
金
積

立
金
が
毀
損
し
た
場
合
、
厚
生
労
働

大
臣
や
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
が
責
任
を
と
る
わ

け
で
は
な
く
、
被
保
険
者
・
受
給
者

が
被
害
を
こ
う
む
る
。
国
会
お
よ
び

関
係
行
政
庁
に
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
を
要
請
す
る
。

問

問問

問

答

答答

答

除
雪
は
す
で
に
行
っ
て
い
る

路
線
。

去
年
多
く
で
て
い
た
１
０
５

号
線
の
個
所
は
対
処
し
て
い

去
年
ま
で
は
八
方
、
岩
岳
、

栂
池
を
結
ぶ
無
料
シ
ャ
ト
ル

野
鼠
、
稲
水
ゾ
ウ
ム
シ
な
ど

８
項
目
。

除
雪
は
ど
う
な
る
の
か
。

毎
年
同
じ
個
所
で
穴
が
開
い

て
い
る
が
。

白
馬
観
光
開
発
で
運
行
し
た

も
の
は
な
く
な
る
の
か
。

特
定
の
病
害
虫
と
は
。

産
業
経
済
委
員
会で

の
審
議

▽ 委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
。

を
動
か
し
て
い
た
。
有
料
化
し
白
馬

駅
や
五
竜
ま
で
伸
ば
し
た
。

◎
建
設
課
関
係

＊
地
震
関
連
の
維
持
補
修
と
冬
季
の

穴
埋
め
に
９
０
０
万
円
。

＊
過
年
発
生
公
共
土
木
施
設
災
害
復

旧
事
業
（
単
独
）、
単
独
災
害
と
小

災
害
復
旧
事
業
１
３
６
４
万
３
０
０

０
円
。

＊
過
年
発
生
公
共
土
木
施
設
災
害
復

旧
事
業
（
補
助
）
５
９
９
１
万
７
千

円
は
現
在
予
算
計
上
し
て
あ
る
分
に

不
足
す
る
６
０
９
１
万
７
０
０
０
円

の
補
正
、
用
地
費
１
０
０
万
円
の
減

額
は
単
独
費
で
支
出
す
る
の
で
、
補

助
か
ら
減
額
。

る
。

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
５
６
０
万
２
０
０
０
円

を
増
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

か
ら
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
億
７
７

１
１
万
円
と
す
る
も
の
。

●
平
成
27
年
度
白
馬
村
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

◎
農
政
課
関
係

＊
狩
猟
免
許
更
新
に
伴
う
13
名
分
の

経
費
20
万
６
０
０
０
円
。

＊
災
害
復
旧
工
事
費
（
単
独
）
本
年

度
３
月
ま
で
に
支
出
見
込
み
に
１
０

０
０
万
円
。

＊
災
害
復
旧
事
業
（
補
助
）
農
地
１

９
１
か
所
、
施
設
が
73
か
所
で
測
量

設
計
委
託
不
足
分
３
２
６
０
万
円
。

討
論今

年
度
の
工
事
に
せ
ず
、
来
年
度
、

文
化
庁
に
申
請
を
し
て
工
事
に
入
る

べ
き
で
あ
る
。

反
対
討
論

答
文
化
庁
で
は
防
護
柵
と
い
う

こ
と
で
認
め
ら
れ
る
が
、
今

年
度
の
申
請
は
終
わ
っ
て
お
り
、
村

の
文
化
財
等
災
害
復
旧
費
補
助
金
事

業
の
対
象
と
し
た
い
も
の
で
す
。

理
・
設
置
及
び
処
分
に
関
す
る
条
例

の
廃
止
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